
 

 

 

千葉県子どもの貧困対策推進計画 
～ すべての子どもが夢と希望を持って 

成長していける社会の実現を目指して ～     
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はじめに 

 
 平 成 ２ ５ 年 の 国 民 生 活 基 礎 調 査 の 結 果 に よ る と 、 子 ど も の 貧 困 率 は   

１６．３％となっており、６人に１人の子どもが、平均的な所得水準の   

半分以下での生活を余儀なくされています。そして、この割合は平成１５年

以降、増加を続けています。  
   

人間形成の重要な時期である子ども時代を貧困のうちに過ごすことは、 

学習への意欲や将来の夢・希望を持つことに影響を及ぼし、人生の選択肢  

を狭めてしまう可能性があります。  
 

  千葉県の次代を担う子どもたちの将来が、その生まれ育った環境によって

左右されることなく、また、貧困が世代を超えて連鎖することのないように、

子どもたちが健やかに育つことのできる環境の整備と教育の機会の均等を 

図ることが必要です。  
そこで、県では、「すべての子どもが、夢と希望をもって成長して、千葉で

生まれ育ってよかったと思える社会の実現」を基本理念とする「千葉県   

子どもの貧困対策推進計画」を策定いたしました。  
 
今後は策定した計画に基づき、家庭・学校・地域がそれぞれの立場の   

責任を自覚し相互に連携して、社会全体で子どもの成長を支える社会づくり

に「オール千葉県」で取り組んでまいりたいと考えていますので、県民の  

皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。  
 

結びに、本計画の策定に当たり、多大な御協力をいただきました「千葉県

社会福祉審議会低所得階層福祉専門分科会」の委員の皆様をはじめ、貴重な

御意見をいただいた県民の皆様、市町村・関係団体の皆様に深く感謝申し  

上げます。  
 

平成２７年１２月  
 
                     千葉県知事 森田  健作  
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